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病
気
に
強
く
無
農
薬
で
栽
培
で
き
る
。

夏
場
の
食
材
の
少
な
い
時
期
に
、
六
月

か
ら
十
一
月
に
か
け
て
収
穫
で
き
、
収

益
性
も
高
い
。
栄
養
価
が
高
く
低
カ
ロ

リ
ー
で
、
料
理
の
素
材
と
し
て
有
望
で

あ
る
な
ど
、
優
れ
た
特
性
を
も
っ
た
リ
ョ

ク
チ
ク
で
す
が
、
当
初
は
農
家
に
理
解

を
得
る
の
に
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。

日
吉
町
緑
竹
会
の
神
之
門
晃
事
務
局

長
は
「
竹
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
竹
ヤ

ブ
と
い
っ
た
荒
廃
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
田
畑
に
竹
を
植
え
る
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
と
い
う
抵
抗
が
強
か
っ
た
で

す
ね
。
竹
を
植
え
た
隣
接
地
か
ら
の
苦

情
や
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
「
休
耕
田
や
遊
休
地
を
放

置
し
て
お
け
ば
い
ず
れ
は
ヤ
ブ
に
な
る
。

ど
う
せ
ヤ
ブ
に
な
る
な
ら
竹
を
植
え
た

方
が
」
と
神
之
門
さ
ん
や
栽
培
を
始
め

た
農
家
の
努
力
に
よ
っ
て
、
栽
培
面
積

は
十
年
度
〇
・
六
㌶
だ
っ
た
の
が
、
十

六
年
度
に
は
約
六
㌶
（
会
員
は
四
・
五

㌶
）
と
順
調
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

田
畑
に
タ
ケ
ノ
コ
？
？

最
初
は
栽
培
に
戸
惑
い
も

旧
日
吉
町
で
リ
ョ
ク
チ
ク
栽
培
が
始

ま
っ
た
の
は
平
成
十
年
。
村
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
五
つ
の
重
点
地
区
に
株
を

配
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

長
期
間
収
穫
で
き
る
、
料
理
の
素
材

と
し
て
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
リ
ョ
ク

チ
ク
の
特
性
に
注
目
し
、
八
月
に
原
産

地
で
あ
る
台
湾
に
研
修
視
察
に
行
き
、

十
月
に
は
「
日
吉
町
緑
竹
会
」（
鳩
野

哲
盛
会
長
・
現
会
員
数
32
人
）
を
結

成
し
ま
し
た
。

水
分
を
好
み
、
水
田
で
の
転
作
作
物

に
適
し
て
い
る
と
い
っ
た
特
長
か
ら
、

翌
年
の
十
一
年
か
ら
三
年
間
は
水
田
転

作
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、
町
の
休
耕

田
、
遊
休
地
対
策
と
し
て
、
栽
培
を
推

進
し
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
10
年
か
ら
取
り
組
む

　
食
品
の
製
造
・
加
工
技
術
の
高
度
化
、輸
入
食
品
の
増
大
な
ど
、わ
れ
わ
れ
の
食
生
活
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
、産
地
偽
装
表
示
と
い
っ
た
社
会
的
問
題

や
国
民
の
健
康
志
向
な
ど
か
ら
、消
費
者
の
「
食
の
安
心
と
安
全
」
に
対
す
る
関
心
は
大
き

く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、五
月
十
七
日
に
「
日
吉
町
緑
竹
会
」
の
リ
ョ
ク
チ
ク
が
、食
の

安
心
・
安
全
を
証
明
す
る
鹿
児
島
県
の
「
か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」
の
認
証
第
二

号
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
「
日
吉
町
緑
竹
会
」の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、食
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。 

『
日
吉
リ
ョ
ク
チ
ク
』が 

食
の

を
取
得 

熱帯アジア原産の食用たけのこで、台湾で
は「たけのこの王様」とよばれている。鹿児
島県では、奄美大島で昭和40年代に自家消
費のために導入されたのが始まりといわれて
いる。モウソウ竹などとは違い、竹のすぐ根
元にたけのこが生えてくるのが特徴。

緑 竹（リョクチク） 

●
か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」
●

「
食
」
に
対
す
る
消
費
者
の
不
安
を
解
消
し
、
需
要
を
拡
大
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
鹿
児
島
県
が
導
入
し
た
制
度
。
対

象
は
県
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
全
般
で
、
生
産
・
出
荷
・
管

理
に
対
し
て
基
準
を
設
け
審
査
さ
れ
、
安
心
・
安
全
が
認
証
さ
れ
る
。

東
串
良
の
ピ
ー
マ
ン
に
続
き
第
二
号
。
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平
成
十
二
年
に
は
共
同
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
普
通
の
タ
ケ
ノ
コ
と
違
い
、
夏
場

か
ら
秋
に
か
け
て
長
期
間
出
荷
が
で
き

る
。
ア
ク
が
少
な
く
、
や
わ
ら
か
い
た

め
に
生
の
ま
ま
で
も
食
べ
ら
れ
る
」
と

い
っ
た
料
理
素
材
と
し
て
の
特
長
を
県

内
外
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や
料
理
店
、
ホ

テ
ル
関
係
者
な
ど
に
積
極
的
に
売
り
込

み
、
現
在
で
は
関
東
や
中
京
を
中
心
に

ホ
テ
ル
や
料
亭
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。
夏
場
の
高
級
食
材
と
し
て
、
人

気
も
年
々
高
ま
り
、
リ
ョ
ク
チ
ク
の
産

地
と
し
て
、
最
近
で
は
全
国
各
地
、
海

外
か
ら
も
視
察
に
訪
れ
ま
す
。

高
級
食
材
と
し
て 

関
東
や
中
京
に
出
荷 

生
産
者
全
員
で 

厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア 

日
吉
町
緑
竹
会
は
現
在
、
日
吉
町
内

の
生
産
者
三
十
人
、
吹
上
町
の
生
産
者

二
人
の
三
十
二
人
が
加
入
し
て
い
ま
す

が
、
会
員
以
外
を
含
め
る
と
日
吉
地
域

で
五
十
人
を
超
え
る
生
産
者
が
い
ま
す
。

日
吉
町
緑
竹
会
が
認
証
取
得
に
取
り

組
ん
だ
い
き
さ
つ
を
神
之
門
事
務
局
長

は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
リ
ョ
ク
チ
ク
は
も
と
も
と
無
農
薬
・

有
機
栽
培
で
生
産
し
て
お
り
安
心
・
安

全
な
食
材
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
自
負

し
て
い
ま
し
た
。
認
証
を
受
け
る
こ
と

で
、
リ
ョ
ク
チ
ク
の
生
産
方
法
や
食
材

と
し
て
の
特
性
な
ど
を
食
の
安
心
・
安

全
を
求
め
る
消
費
者
に
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、タ
ケ
ノ
コ
の
旬
は
春
と
い
う

先
入
観
か
ら
、夏
に
生
産
さ
れ
る
タ
ケ

ノ
コ
と
し
て
、売
り
込
み
や
認
知
し
て

も
ら
う
の
に
と
て
も
苦
労
し
て
き
ま
し

た
。認
証
を
機
に『
夏
が
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
』

と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
、商
品
価
値
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

さ
ら
に
、
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
作
物

と
い
う
こ
と
で
、
冬
場
の
低
温
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
栽
培
管
理
や
技
術
の

善
し
あ
し
が
生
産
量
に
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
か
ら
「
認
証
取
得
を
通
し
て
、

生
産
履
歴
の
記
帳
を
徹
底
さ
せ
、
生
産

者
個
々
の
生
産
技
術
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
共
同
出
荷
と
し
て
の
責
任
意

識
を
高
め
た
い
。
農
家
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
品
質
や
生
産

量
な
ど
全
体
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

今
後
は
会
員
が
増
え
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
品
質
管
理
や
安
定
出
荷
に
、
さ

ら
に
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

認
証
で
生
産
技
術
の 

向
上
と
Ｐ
Ｒ
拡
大 

「日吉町緑竹会」事務局長
神之門 晃さん

　品質向上、安定した出荷でさらに信頼
を得たい 

消
費
者
に
食
の
安
心
・
安
全
を
保
障

す
る
た
め
に
、
厳
密
な
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
安
全
基
準
」
と
「
安
心
基
準
」
で

構
成
さ
れ
て
い
る
県
の
認
証
制
度
は
①

適
正
な
施
肥
や
病
害
虫
駆
除
が
行
わ
れ
、

そ
の
記
録
が
さ
れ
て
い
る
か
②
適
正
な

作
業
者
管
理
や
施
設
・
設
備
の
衛
生
管

理
が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
が
さ
れ
て
い

る
か
③
生
産
履
歴
等
の
記
録
・
保
存
、

消
費
者
の
疑
問
等
に
速
や
か
に
対
処
で

き
る
体
制
が
あ
る
か
な
ど
、
生
産
か
ら

出
荷
ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
、
生
産

者
全
員
が
、
生
産
履
歴
等
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

「
日
吉
町
緑
竹
会
」
で
は
生
産
者
会

議
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
あ
る
管

理
に
努
め
る
こ
と
を
誓
約
し
「
東
串
良

の
ピ
ー
マ
ン
」
に
続
き
、
二
例
目
と
な

る
「
食
の
安
全
お
墨
付
き
」
を
取
得
し

ま
し
た
。

左：面積約１㌶と日吉町緑竹会のなかで、最も栽培面積の広い上田平重
夫さん。「夏場の収穫だから暑さとの戦い。農薬や除草剤を使わない
から、放っておくとすぐにヤブになる。野菜を作っているような気
持ちで育てています」と話します。

下：熱帯アジア原産のリョクチクは、冬場の低温や霜を避けるために東
向きの朝日が当たる場所が適している。
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生
産
者
の
責
任
と
消
費
者
の

信
頼
を
の
せ
て
出
荷

初出荷されるリョクチク。参加者が見守るなか、期待と
ともに、中京方面に出荷されました。

認証を受けた農林水産物には「認証マーク」のシールが
はられます。
消費者にとっては「信頼マーク」、生産者にとっては「責
任マーク」となります。

こ
れ
か
ら
の
取
り 

組
み
が
大
切 

六
月
十
七
日
に
は
生
産
者
や
関
係
者

が
集
ま
り
、
認
定
証
授
与
式
と
初
出
荷

式
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
日
吉
中
央
公
民
館
で

は
、
式
に
先
立
ち
生
産
者
会
議
を
開
催
。

「
会
員
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
が
認
証
に
つ
な
が
っ
た
。

各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
よ
り
一
層
、
責
任
あ
る
管
理

に
努
め
な
け
ば
な
ら
な
い
」
と
栽
培
や

集
荷
、
出
荷
に
関
す
る
基
準
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

「
認
証
」
と
い
う
責
任
を
果
た
し
て

消
費
者
の
信
頼
を
確
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

生
産
量
を
増
や
し 

特
産
品
に 

認
証
授
与
式
で
は
、証
書
を
手
に
し

た
日
吉
町
緑
竹
会
の
鳩
野
会
長
が「
認

証
を
受
け
た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。生

産
者
の
だ
れ
か
が
基
準
を
守
ら
な
い
と

信
頼
は
あ
っ
と
い
う
間
に
崩
れ
て
し
ま

う
。も
っ
と
面
積
を
増
や
し
、収
量
を
あ

げ
て
、質
の
よ
い
物
を
安
定
し
て
出
荷

で
き
る
よ
う
に
努
め
、日
置
市
の
特
産

品
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

宮
路
市
長
も
生
産
者
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
「
県
内
二
番

目
と
い
う
認
証
を
誇
り
に
し
な
が
ら
、

他
の
作
物
も
後
に
続
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
荷
場
と
な
っ
て
い
る
江

口
漁
協
日
吉
支
所
に
移
動
し
「
認
証
票
」

が
添
付
さ
れ
た
「
日
吉
リ
ョ
ク
チ
ク
」

の
出
荷
を
、
参
加
者
全
員
で
期
待
を
込

め
て
見
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
十
一

月
ま
で
収
穫
さ
れ
る
今
年
度
の
出
荷
は

約
二
十
四
㌧
、
年
間
販
売
額
は
約
二
千

二
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

食
の
安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
な
か
、
農
林
水
産
物
の
供
給
基

地
で
あ
る
鹿
児
島
県
に
寄
せ
る
消
費
地

か
ら
の
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
日
吉
リ
ョ
ク
チ
ク
」
の
認

証
を
機
に
、
日
置
市
内
で
生
産
、
出
荷

さ
れ
る
食
料
が
、
鹿
児
島
県
の
先
頭
に

立
っ
て
、
食
の
「
安
心
・
安
全
」
を
全

国
の
消
費
者
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

各
方
面
で
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

日吉リョクチクの生産量・生産額 
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生産額 

加工生
産
量 青果

生産額

H13

1トン

11トン

11,950千円

H14

2トン

14トン

10,400千円

H15

2トン

16トン

17,150千円

H16

2トン

13トン

9,750千円

※16年度は台風の影響で減少

日吉リョクチクの主な出荷先 

55％

中 京

28％

四国・中国

7％

県 内

10％

関 東

主としてホテルや料亭、中華料理店などとの相対
取引です。
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リョクチクは、栄養価が高く、低カロリー。特に人間にとって欠か

すことのできないアミノ酸系のグルタミン酸が多く含まれていること

がわかっています。

洋食・和食・中華のいずれの食材としても使えるリョクチク。今が

旬のリョクチクの料理方法を紹介します。

リョクチクはチェスト館（伊集院地域）や城の下物産館、吉利物産

館（いずれも日吉地域）などで、販売しています。

今が旬
リョクチク

を
食べる

●材料（4人分） 
米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３カップ
緑竹（ゆでたもの）・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
油揚げ・・・・・・1.5枚 だし・・・・・・・650cc
酒・・・・・・・・大さじ２ 塩・・・・・・・小さじ
しょうゆ・・大さじ２
みりん・・・・小さじ１ ごぼう
ニンジン 鶏肉

【作り方】 
１．米は洗ってざるにあげておく。
２．緑竹はゆがいたものを薄切りにする。
３．油揚げは熱湯をかけ油ぬきし、細い長
方形に切る。

４．１に２、３とだしや調味液を加えて炊く。

緑竹の炊き込みご飯 

1
2

●材料（4人分） 
豚もも肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300ｇ
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
酒・・・・・・・・大さじ しょうが汁・・・少々
片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３～４
しいたけ・・・・・・２枚 ニンジン・・・・・中
緑竹・ネギ・・・・・各１ ピーマン・・・・・・・２
ニンニク・・・・・・１片 揚げ油・・・・・・・適量
（甘酢あん）しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ２
酢・・・・・・・・大さじ５ 砂糖・・・・・大さじ５
トマトケチャップ・・・・・・・・・・・・・大さじ２
スープストック・・・・・・・・・・・・・・・カップ
ごま油・・・・小さじ１ 片栗粉・・・小さじ２

【作り方】 
１．豚肉は２㌢角に切り、しょうゆ、酒、しょ
うが汁につけ、下味をつける。

２．しいたけはそぎ切り、ニンジンは２㌢
大の乱切りにし、ゆでる。緑竹は２㌢大
の乱切り、ピーマンは３㌢大の角切り、
ネギは３㌢のぶつ切り、ニンニクはみ
じん切りにする。

３．甘酢あんの材料を合わせる。

４．肉の汁気を拭き、片栗粉をまぶし、180
℃の油で4～5分かけてからりと揚げる。

５．鍋の油をあけ、大さじ２をもどして熱し、
ニンニク、ネギ、しいたけ、緑竹、ピーマン、
ニンジンの順に入れ、強火でさっと炒
める。

６．甘酢あんの材料と肉を加え、全体をよ
く混ぜ合わす。

酢　　豚 

1
2

1
2

1
2

●材料（5人分） 
緑竹・・・・・・・・・・７本 卵・・・・・・・・・・・１個
小麦粉・・・・・・・・適量 冷水・・・・・・・・・適量
天つゆ（だし汁・しょうゆ）
ゆず 大根おろし

【作り方】 
１．緑竹の皮をむき、適当な大きさに切り
そろえ、少しキザミを入れる。

２．ボールに卵を溶き、冷水を注ぎ込む。そ
の中に小麦粉をいれ、粘りがでない程
度に軽く混ぜる。

３．180℃の油で揚げる
４．ゆず、大根おろしなどを添える。
塩をつけて食べてもおいしい。

緑竹の天ぷら 

●材料（4人分） 
ニンジン・・・・・・中 キュウリ・・・・・１本
緑竹・・・・・・・・・・中 塩・・・・・・・・・・・少々
（ドレッシング）
しょうゆ・酢・サラダ油・・・・・・・各大さじ２
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ
ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２
いりごま（白）・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２

【作り方】 
１．ニンジン・キュウリ・緑竹をせん切りに
する。キュウリは軽く塩をする。

２．ドレッシングをつくり、１にかける。

緑竹中華風サラダ 

1
2

1
2

1
2

●材料（5人分） 
緑竹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２本
だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ カップ
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ４
みりん・砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
片栗粉・・・・・・・ 少々 ニンジン ネギ

【作り方】 
１．緑竹をゆで、スライスする。
２．ニンジンは糸切りにしてゆでる。
３．ネギは小口切りにする。
４．浅めの鍋にだし汁、調味料を入れ煮た
てる。その中に水溶き片栗粉を入れ、と
ろみをつける。

５．緑竹を皿に盛り４をかける。
ニンジン、ネギを添える。

緑竹のあんかけ 

1
2

【調　理　例】 
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食
品
を
購
入
す
る
時
に
ラ
ベ
ル
を
ま
っ
た
く

見
な
い
で
手
に
す
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
ベ
ル
に
は
製
造
年
月
日
・
生
産
地
・
消
費
期

限
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
産
地
偽
装
表
示
問
題
等
を

き
っ
か
け
に
食
品
の
安
全
表
示
に
対
す
る
関
心

も
高
ま
り
、
最
近
は
こ
の
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ

れ
る
食
品
表
示
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
生
産
、
加
工
、

流
通
、
販
売
な
ど
の
各
段
階
で
、
食
品
の
仕
入

先
、
販
売
先
、
生
産
・
製
造
方
法
等
の
履
歴
を

追
跡
で
き
る
仕
組
み
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
食
品

表
示
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
国
産
牛
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
個

体
識
別
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
コ
ー
プ
日
吉
店
の
宮
増
店
長
さ
ん
に
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
食
品
表
示
は
以
前
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
厳
し

く
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
っ
か

り
間
違
い
で
も
し
た
ら
信
用
が
な
く
な
る
の
で
、

ミ
ス
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
毎
日
、
入
っ
て
く
る

食
品
の
鮮
度
や
産
地
等
を
伝
票
と
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
場
の
青
果
は
毎
日
の
よ
う

に
産
地
が
変
わ
る
か
ら
気
を
遣
い
ま
す
。
商
品

の
包
装
表
示
と
店
頭
で
の
表
示
等
も
異
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
国
産

牛
肉
に
つ
い
て
は
個
体
識
別
番
号
に
よ
り
き
ち

ん
と
情
報
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
制
度
を
知
ら
な
い
消
費
者
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
一
つ
一
つ
の
食
品
に
非
常
に
気
を
と
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
大
変
で
す
が
、
食
品
を
扱

う
者
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

消
費
者
も
自
分
自
身
で
安
全
を
買
え
る
知
識

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

正
し
い
食
品
表
示
で
安
全
情
報
提
供

消
費
者
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
目
を

食の安心・安全を求めて
取り組んでいます。んでいます。

　度重なる食品にかかわる社会問題で、消費者の食に対する安全性の信
頼が揺らぎ「食の安心･安全」に対する関心が高まっています。また、朝食
を抜く子どもの増加や偏食・過食による栄養のバランスの偏り、生活習慣
病の増加といったように、食習慣の乱れも大きな社会問題となっています。 
　こうした背景かた背景から、食に関す関する認識認識を深め、を深め、食の安心安心・安全安全を確保を確保しよう
と、それぞそれぞれの立場立場でさまざまな取な取り組み組みが始が始まっていています。 

食の安心・安全を求めて
取り組んでいます。

　度重なる食品にかかわる社会問題で、消費者の食に対する安全性の信
頼が揺らぎ「食の安心･安全」に対する関心が高まっています。また、朝食
を抜く子どもの増加や偏食・過食による栄養のバランスの偏り、生活習慣
病の増加といったように、食習慣の乱れも大きな社会問題となっています。 
　こうした背景から、食に関する認識を深め、食の安心・安全を確保しよう
と、それぞれの立場でさまざまな取り組みが始まっています。 

Ａコープ日吉店
店長  宮増 幸雄さん

　入荷してくる食品の表示を厳しくチェックし
ています。 
　消費者も食品表示に関心を持って、チェック
していくことで、食の安全情報を得ることがで
きます。 

食

品

表

示

例

牛もも肉　  ○○県産 
消費期限 

00.0.00
個体識別番号 

1234567890

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

100g当たり 000（円） 
内容量　　　000（g） 

000

価格（円） 

㈱○○○フード 
○○県○○市○○○12‐34

保存温度 
4℃以下 

「名称」「原産地」「内容量」や加工
業者や販売業者の名称・住所等は必
要な表示事項です。 

トレーサビリティ制度により表示が
義務づけられている個体認識番号。 
インターネットでホームページにア
クセスし、番号を入力すると牛肉の
生産履歴等、詳細な情報を得ること
ができます。 

期限表示は2種類あります。 
加工後、おおむね5日以内に消費す
べき食品につける「消費期限」と、
比較的いたみにくい食品につけら
れる「賞味期限」。 
賞味期限はおいしく食べられる期限
のことで、期限が過ぎたからといっ
て必ずしもすぐに食べられなくなる
わけではありません。 
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現場での交流で、より安心感が増します。生産者手づくり
の料理も交流会の楽しみです。

（吹上アスパラガス消費者産地交流会）

田植えや稲刈りなどの農業体験も市内のいくつかの地域で
行われて、人気があります。

食の安心・安全を求めて
取り組んでいます。

　度重なる食品にかかわる社会問題で、消費者の食に対する安全性の信
頼が揺らぎ「食の安心･安全」に対する関心が高まっています。また、朝食
を抜く子どもの増加や偏食・過食による栄養のバランスの偏り、生活習慣
病の増加といったように、食習慣の乱れも大きな社会問題となっています。 
　こうした背景から、食に関する認識を深め、食の安心・安全を確保しよう
と、それぞれの立場でさまざまな取り組みが始まっています。 

食
の
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
た
め
に
、
行

政
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も
生
産
者
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
エ
コ

農
産
物
認
証
制
度
」
と
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制

度
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

近
年
、
有
機
農
業
や
無
農
薬
栽
培
に
対
す
る

関
心
が
消
費
者
の
間
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と

な
く
、
商
品
性
の
高
い
農
産
物
を
生
産
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
一
定
以
上
の
減
農
薬
・
減
化
学
肥

料
で
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
を
認
証
し
よ
う
と
す

る
の
が
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
の
「
エ
コ
農
産

物
認
証
制
度
」
で
す
。
最
近
で
は
吹
上
地
域
の

シ
ョ
ウ
ガ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
が
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
」
は
、
農
業
者
が
土

づ
く
り
や
有
機
肥
料
の
使
用
、
農
薬
の
削
減
等

に
関
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
導
入
計
画

を
作
成
し
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
も
の
で
、

こ
の
認
定
を
受
け
た
農
業
者
を
「
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
」
と
よ
び
ま
す
。
平
成
十
七
年
一
月
末
現

在
、
日
置
市
内
で
、
こ
の
認
定
を
受
け
た
農
業

者
は
五
十
一
人
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
消
費
者
が
生
産
の
現
場
を
体
験

す
る
産
地
交
流
会
や
収
穫
体
験
な
ど
も
行
政
や

Ｊ
Ａ
等
が
一
緒
に
な
っ
て
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
口
に
す
る
食
材
は
ど
ん
な

場
所
で
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、

実
際
に
体
感
で
き
る
こ
と
が
、
消
費
者
に
と
っ

て
食
の
安
心
を
得
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
の
推
進

消
費
者
と
の
産
地
交
流
会

農
産
物
が
ど
こ
で
育
つ
の
か
分
か
ら
な
い
、

海
の
魚
と
川
の
魚
の
区
別
が
つ
か
な
い
な
ど
、

食
材
の
育
つ
環
境
や
過
程
を
知
ら
な
い
子
ど
も
。

一
方
で
、
食
事
を
き
ち
ん
と
と
ら
ず
、
お
菓
子

で
食
欲
を
満
た
す
子
ど
も
が
い
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
「
食
」
に
対
す
る
認
識
や
食
習
慣
は

乱
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

学
校
で
は
、
給
食
や
体
験
学
習
等
を
通
じ
て
、

望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
文
化
を
教
え
る
「
食
育
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

給
食
に
新
鮮
で
安
心
な
地
場
産
物
の
食
材
を

活
用
し
、
地
元
の
食
材
や
産
業
に
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
生
産
者
と
の
交
流
給
食
を
実
施
す
る
な

ど
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
生
産
を
体
験
さ
せ
る
農
業
体
験
学
習
な

ど
も
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
で
は
学
校
給
食
を
管

理
す
る
栄
養
職
員
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
食
習

慣
や
食
文
化
な
ど
の
指
導
や
食
生
活
に
関
す
る

個
別
相
談
も
行
う
「
栄
養
教
諭
制
度
」
を
小
中

学
校
に
設
け
ま
し
た
。
県
で
は
今
後
三
年
間
で
、

三
百
人
を
養
成
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
特
別
非
常
勤
講
師
制
度
を
活
用
し
、

専
門
的
な
「
食
生
活
」
に
関
す
る
授
業
や
個
別

的
な
相
談
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
伊
作
小
学

校
栄
養
職
員
の
坂
口
先
生
は
「
食
育
を
進
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
対
す
る
興
味
、

関
心
は
で
て
き
ま
し
た
が
、
望
ま
し
い
食
習
慣

の
実
現
に
は
、
保
護
者
も
食
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
」
と
、

大
人
た
ち
も
食
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
大
事
だ

と
訴
え
ま
す
。
最
近
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
「
食
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、
給
食
の
試

食
会
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

学
校
給
食
に
地
場
産
物
の
食
材
を
活
用

栄
養
教
諭
制
度
を
設
け「
食
育
」を
充
実

生産者を囲んでの給食は、食べ物がより身近なものに
感じます。

（1/24 花田小・生産者交流会）

6/10吹上中であった、サツマイモの植えつけ。
今年はこのイモを収穫して、焼酎づくりにも取り組み
ます。
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地元産の
新鮮・安全を売る
　青く澄んだ吹上浜、緑豊かな山と自然環境に恵まれた日
置市は農産物や海の幸の宝庫です。 
　採れたての農林水産物や地域の素材を生かした加工品
などが並ぶ市内の特産品直売所。 
　そこには生産者の顔が見え、売る人の笑顔と買う人の笑
顔であふれています。安心・安全な食材が並ぶ「地産地消」
の拠点、まちの情報発信基地の役割も持つ市内の直売所を
紹介します。 

市内の物産館めぐり

和
田
地
区
公
民
館
と
一
体
と
な
っ

た
管
理
組
合
が
運
営
し
、
現
在
、

出
荷
登
録
し
て
い
る
会
員
数
は

百
七
十
九
人
。
新
鮮
な
野
菜
や

加
工
品
等
が
所
狭
し
と
並
び
ま
す
。

近
く
に
県
立
農
業
大
学
校
が
あ
り
、

大
学
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
や
花

な
ど
も
露
地
栽
培
よ
り
早
め
に

店
頭
に
並
び
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア

交
流
実
行
委
員
会
が
手
が
け
て

い
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
芸
・
工

芸
品
や
お
菓
子
な
ど
も
目
を
引

き
ま
す
。

手
づ
く
り
さ
れ
る
マ
レ
ー
シ

ア
の
お
や
つ
「
カ
リ
ー
パ
フ
」

や
い
き
な
り
団
子
も
人
気
で
す
。

店
の
中
央
で
販
売
さ
れ
て
い
た

ひ
ま
わ
り
の
花
が
印
象
的
で
し
た
。 吹上町中之里2939-1 

牲099（296）2519 

8:30～18:00 
11～3月は8:30～17:00 

毎月第3水曜日 

ひ
ま
わ
り
館

ひ
ま
わ
り
館

ひ
ま
わ
り
館

平成16年にオープン。 
金峰町境に近い国道270号線沿い
にある。 

住　所 

定休日 

開館時間 

memo

マ
レ
ー
シ
ア
民
芸
品
も
並
ぶ
店
内
は
、

品
物
が
豊
富

1個100円で販売されるカリーパフ

江
口
蓬
莱
館

か
め
ま
る
館

平
成
十
四
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
。

伊
集
院
町
都
市
農
村
交
流
振
興

協
会
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
出
荷
登
録
し
て
い
る
会
員

数
は
四
百
五
十
六
人
。

こ
こ
で
の
人
気
商
品
は
土
橋

農
産
加
工
部
の
皆
さ
ん
が
手
づ

く
り
さ
れ
る
「
と
う
ふ
」
や
生

活
研
究
下
神
殿
加
工
部
の
皆
さ

ん
の
「
み
そ
」
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、

農
産
物
即
売
コ
ー
ナ
ー
も
新
鮮

な
野
菜
が
並
び
ま
す
。
豆
腐
は

月
曜
日
を
除
く
毎
日
、
入
荷
し

ま
す
が
、
午
前
十
一
時
前
後
に

は
売
り
切
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
厳
し
い
品
質
管
理
を
行
っ

て
い
る
農
場
と
契
約
し
た
素
材

を
つ
か
っ
た
「
手
打
ち
そ
ば
」

も
好
評
で
す
。

伊集院町竹之山220-１ 
牲099（273）9525 

9:00～18:00 
11～3月は9:00～17:00 

特になし 

チェスト館チェスト館

平成14年にオープン。 
鹿児島市境に近い県道徳重横井鹿児島
線沿いにある。 

住　所 

定休日 

開館時間 

memo

人
気
の
豆
腐
は
１
パ
ッ
ク
130
円

▼

城の下物産店

写真上：左から“ひまわり”の今村さん、栫井さん、脇さん
写真中：左から“かめまる”の吉留さん、阿多さん、“城の下”の住吉さん、櫨元さん
写真下：左から“チェスト”の前田さん、福元さん、松尾さん
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ひ
ま
わ
り
館

東市来町伊作田7425-5 
牲099（274）7666 

9:00～18:00 
10～4月は9:00～17:00 

毎月第1･第3火曜日 
（7月・12月は除く） 

江
口
蓬
莱
館

江
口
蓬
莱
館

江
口
蓬
莱
館

平成15年にオープン 
東シナ海を望む国道270号線沿い
にある。 

住　所 

定休日 

開館時間 

memo

地
区
公
民
館
内
の
組
織
「
山

神
の
郷
管
理
組
合
」
の
直
売
部

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
会
員
は
二
百
八
十
四
人
。

新
鮮
な
野
菜
や
管
理
組
合
の
加

工
施
設
「
あ
じ
の
ふ
る
さ
と
館
」

で
製
造
さ
れ
る
つ
ゆ
や
た
れ
、

み
そ
な
ど
の
加
工
品
が
人
気
で
す
。

最
近
で
は
、
地
元
吹
上
浜
の

海
水
で
手
づ
く
り
さ
れ
る
、
天

然
塩
の
製
造
過
程
で
で
き
る
天

然
に
が
り
を
使
っ
て
「
山
神
の

郷
豆
腐
」
も
販
売
。
真
心
込
め

て
手
づ
く
り
さ
れ
た
豆
腐
は
昼

ご
ろ
に
は
売
り
切
れ
る
そ
う
で
す
。

（
火
曜
日
と
金
曜
日
に
限
定
販
売
）

ま
た
、
敷
地
内
に
地
元
産
の

そ
ば
を
百
％
使
用
し
た
手
打
ち

そ
ば
を
味
わ
え
る
「
か
め
ま
る
庵
」

も
あ
り
ま
す
。

吹上町永吉15446 
牲099（299）3747 

8:30～18:00 
11～3月は8:30～17:00 

毎月第2水曜日 

か
め
ま
る
館

か
め
ま
る
館

か
め
ま
る
館

平成10年にオープン。 
日吉町境近く、国道270号線沿いに
ある。 

住　所 

定休日 

開館時間 

memo

チェスト館

日
吉
町
商
工
会
内
に
あ
る
日

吉
町
特
産
品
協
会
が
管
理
運
営

す
る
展
示
即
売
施
設
と
し
て
、

平
成
十
六
年
八
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
現
在
、
九
十

六
人
の
登
録
会
員
が
い
ま
す
。

取
材
し
た
時
間
が
朝
早
い
時

間
だ
っ
た
た
め
、
収
穫
し
た
ば

か
り
の
野
菜
を
手
に
し
た
会
員

が
次
々
と
店
に
出
荷
。
も
ち
ろ
ん
、

リ
ョ
ク
チ
ク
も
並
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
目
玉
は
何
と
い
っ

て
も
、
毎
週
金
曜
日
に
限
定
販

売
の
深
固
だ
ん
ご
。
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
の
「
た
け
の
こ
グ
ル
ー

プ
」
の
皆
さ
ん
が
、
店
先
で
焼

き
な
が
ら
の
販
売
。
発
祥
の
地

と
あ
っ
て
早
い
時
に
は
一
時
間

余
り
、
遅
く
て
も
昼
前
に
は
売

り
切
れ
る
人
気
商
品
で
す
。

日吉町日置3104 
牲099（292）5890 

8:30～17:00 

特になし 

城の下物産店城の下物産店城の下物産店

県道伊集院日吉線沿いにある。 

住　所 

定休日 

開館時間 

memo

深
固
だ
ん
ご（
一
本
60
円
）を
焼
く

上
田
平
さ
ん（
右
）と
岩
井
田
さ
ん

▼

と
れ
た
て
の
野
菜
を
持
ち
込
む

生
産
者

▼

カ
メ
が
見
守
る
店
内

▼

地
元
の
入
来
浜
で
と
れ
た
天
然
の

塩
と
に
が
り
も
並
ぶ

▼

江
口
漁
業
協
同
組
合
が
管

理
運
営
し
て
い
る
物
産
館
で
、

何
と
い
っ
て
も
江
口
漁
港
に

水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
が

目
玉
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
取

れ
た
魚
介
類
を
原
料
に
、
施

設
内
に
あ
る
加
工
場
で
加
工

さ
れ
た
無
添
加
、
無
着
色
の

水
産
加
工
品
や
農
家
の
皆
さ

ん
が
生
産
し
た
農
産
物
等
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

併
設
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
、
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た

料
理
も
人
気
が
あ
り
、
来
館

者
は
一
日
平
均
千
数
百
人
に

も
上
り
ま
す
。
取
材
し
た
日

も
お
客
さ
ん
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
は

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

東
シ
ナ
海
か
ら
直
送
の
鮮
魚

▼

鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
が
目
を
引
く

広
い
店
内

▼



六
月
二
十
二
日
、
東
市
来
の
伊
作
田
小
学
校
六
年
生
十

九
人
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
が
、
江
口
漁
港
の
防
波

堤
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
海
の
大
切
さ
や
年
々

減
少
す
る
ヒ
ラ
メ
の
漁
獲
量
を
増
や
そ
う
と
、
江
口
漁
業

協
同
組
合
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

児
童
ら
は
、
体
長
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
稚
魚
一

万
匹
を｢

早
く
、
大
き
く
な
っ
て
ね｣

と
願
い
を
込
め
て
、

漁
船
か
ら
放
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
波
が
高
か
っ
た
も
の

の
、
六
年
の
園
頭
美
成
子
さ
ん
は｢

と
て
も
楽
し
か
っ
た
、

一
日
中
や
っ
て
い
た
い
。
船
の
上
で
漁
も
や
っ
て
み
た
い｣

と
目
を
輝
か
せ
て
話
し
ま
し
た
。
放
流
の
後
、
児
童
ら
は
、

江
口
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
勉
強
会
に
参
加
し
、
き
れ
い
な
海

を
守
る
こ
と
や
育
て
る
漁
業
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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東市来東市来東市来東市来東市来

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流

早
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

六
月
二
十
八
日
、東
市
来
中
央
公
民
館
で
、生
涯
学
習
講
座
の

第
２
回
世
界
料
理
講
座
が
開
講
さ
れ
、東
市
来
地
域
内
の
講
座

生
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、日
置
市
国
際
交
流
員
の
成
希
哲（
ソ
ン
ヒ
チ
ョ
ル
）

さ
ん
。成
さ
ん
は
、旧
東
市
来
町
の
三
代
目
国
際
交
流
員
と
し
て

招
か
れ
た
韓
国
女
性
。料
理
は
、も
ち
ろ
ん
韓
国
料
理
で
、豚
肉

を
食
材
と
す
る
デ
ジ
プ
ル
ゴ
ギ
と
し
じ
み
汁
。し
ょ
う
油
、唐
辛

子
、蜂
蜜
な
ど
で
味
付
け
ら
れ
た
デ
ジ
プ
ル
ゴ
ギ
は「
や
わ
ら
か

い
豚
肉
の
う
ま
み
の
中
に
辛
さ
が
あ
り
、夏
バ
テ
解
消
に
は
一

番
」、う
す
塩
味
の
し
じ
み
汁
は「
さ
っ
ぱ
り
し
た
後
味
が
い
い
」

と
講
座
生
に
も
大
好
評
。こ
れ
か
ら
も
世
界
料
理
講
座
と
し
て
、

中
華
料
理
、ラ
テ
ン
系
の
料
理
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
世
界
料
理
講
座

韓
国
料
理
で
、夏
バ
テ
解
消
!!

社会を
明るくする運動

ふれあいで
非行の芽を摘むまちづくり

七
月
一
日
、
第
五
十
五
回｢

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動｣

強
調
月
間
に
合
わ

せ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
な
く
そ
う
と
、

東
市
来
地
域
の
保
護
司
会
と
更
生
保
護

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
東
市
来
地
域
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、
重
点
目
標
や
統
一
標
語

の
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

重
点
目
標
や
統
一
標
語
は
次
の
と
お

り
。
◎
重
点
目
標

｢

地
域
活
動
の
推

進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助｣

◎
統
一
標
語

｢

ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く

明
る
い
社
会｣
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東市来東市来情報をお寄せください

尾
米
場
棚
田
米
作
り
体
験

棚
田
の
田
植
え
で
、
自
然
・
農
村
を
満
喫

六
月
十
九
日
、
東
市
来
地
域
の
北
部

に
広
が
る
山
あ
い
の
集
落
、
高
山
地
区

尾
木
場
自
治
会
で
田
植
え
の
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
地
域
は
「
メ
ダ
カ
の
里
」
と
棚
田

で
知
ら
れ
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

都
市
住
民
と
の
体
験
交
流
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
、
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
尾
木
場
棚
田
米
作
り
体

験
」
の
一
つ
。
年
間
を
通
し
て
、
箱
苗

作
り
か
ら
代
か
き
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、

脱
穀
の
一
連
の
米
作
り
や
年
末
の
餅
つ

き
、
門
松
作
り
ま
で
体
験
で
き
る
も
の

で
、
鹿
児
島
市
や
加
世
田
市
な
ど
か
ら

十
七
組
四
十
九
人
の
家
族
連
れ
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
の
降

る
中
、
割
り
当
て
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
、

地
元
農
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
一
本

一
本
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

加
世
田
市
か
ら
参
加
し
た
双
子
の
鶴

田
健
志
君
と
眞
澄
君
は｢

生
ま
れ
て
初

め
て
、
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
雨
が
降
っ

た
け
ど
関
係
な
か
っ
た
。
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す｣

と
声
を
そ
ろ
え
て
満
足

そ
う
な
笑
顔
。

苗
を
植
え
終
わ
る
と
、
こ
れ
か
ら
の

苗
の
生
長
に
期
待
を
込
め
て
そ
れ
ぞ
れ
、

自
分
の
名
前
を
書
い
た
立
札
を
設
置
し

ま
し
た
。

昼
食
は
、
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

豚
汁
と
尾
木
場
の
棚
田
米
の
ご
飯
、
漬

物
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
心
の
こ
も
っ

た
素
朴
な
雰
囲
気
の
中
で
、
味
も
最
高

と
大
好
評
。「
地
域
の
人
と
交
流
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」「
近
代
化
さ
れ
て
い

な
い
日
本
の
風
景
が
見
ら
れ
て
良
か
っ

た
」「
棚
田
の
風
景
を
い
つ
ま
で
も
大

切
に
残
し
て
欲
し
い
」
な
ど
感
激
し
た

様
子
で
、
参
加
者
は
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

▲ 地元の食材を使い、真心のこもった昼食に参加者は大満足

棚
田
の
風
景
は
農
村
の
自
然
そ
の
も
の
を
感

じ
ま
す

▲

一
人
一
人
、
名
前
を
書
い
た
立
札
を
立
て
豊
作
を
祈
願

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す

▲

地

域

資

源

を

生

か

し

た

都

市

と

の

交

流



五
月
二
十
七
日
、伊
集
院
文
化
会
館
で
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
サ
ー

大
学
コ
ン
サ
ー
ト
バ
ン
ド
を
招
き
、伊
集
院
高
校
恒
例
の「
芸
術
鑑

賞
会
」の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
サ
ー
大
学
の
バ
ン
ド
は
、ア
メ
リ
カ
で
も
長
い
歴
史
が
あ

り
、ま
た
最
も
優
れ
た
大
学
バ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、

現
在
ま
で
に
世
界
各
地
で
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。演
奏
が
始

ま
る
と
、世
界
的
に
も
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
に
、生
徒
た
ち
は
く
ぎ

付
け
。演
奏
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、最
後
に
は
伊
集
院
高
校
音
楽
部
の
部
員
も
加
わ
り
、合
同

演
奏
が
。参
加
し
た
部
員
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
ま
し
た
が
、い
ざ
演
奏
が
始
ま
る
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院

伊
集
院
高
校
芸
術
鑑
賞
会

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演
奏
を
堪
能

六
月
十
九
日
に
鹿
児
島
県
理
容
会
館
で
あ
っ
た
第
五
十

七
回
全
国
理
容
競
技
選
手
権
大
会
の
県
予
選
ブ
ロ
ー
ス
部

門
で
優
勝
し
た
佐
藤
克
也
さ
ん（
銀
天
通
）が
六
月
二
十
七

日
、市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
が
県
内
の

理
容
技
術
向
上
を
目
指
し
、毎
年
開
催
。使
用
す
る
技
術
や

髪
型
で
十
一
の
部
門
が
設
け
ら
れ
、県
内
の
理
容
師
や
専

門
学
校
生
ら
約
九
十
人
に
よ
り
腕
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
こ
の
大
会
で
、日
置
地
区
で
は
初
め
て
の

優
勝
者
。「
部
門
ご
と
に
細
か
い
規
定
が
設
け
ら
れ
、技
術

の
高
さ
や
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
。

十
一
月
に
岡
山
県
で
あ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

理
容
競
技
選
手
権
大
会

佐
藤
さ
ん
が
理
容
技
術
の
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ゆすいん
学寮

自立への挑戦！
伊
集
院
地
域
通
学
合
宿「
ゆ
す
い
ん

学
寮
」が
六
月
十
九
日
〜
六
月
二
十
四

日
の
五
泊
六
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の「
ゆ
す
い
ん
学
寮
」は
、地
域
内

の
小
・
中
学
生
三
十
人
が
家
庭
を
離
れ
、

異
年
齢
集
団
に
よ
る
宿
泊
生
活
を
し
な

が
ら
通
学
す
る
体
験
を
通
し
て
、自
ら

の
甘
え
や
依
存
心
を
断
ち
切
り
、自
主

性
・
協
調
性
・
忍
耐
性
・
社
会
性
等
を
培

う
と
と
も
に
、家
族
の
大
切
さ
を
見
直

し
、人
間
性
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。期
間
中
は
、ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ「
チ
ェ
ス
ト
」に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
や「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
マ
リ
ア
さ

ん
と
の
英
会
話
交
流
」「
町
天
文
同
好
会

の
池
田
英
俊
先
生
に
よ
る
星
空
観
測
会
」

な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、人
と
の
つ

な
が
り
や
家
族
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

二
十
四
日
の
退
寮
式
で
は
、教
育
次

長
か
ら
学
寮
生
を
代
表
し
て
大
久
保
篤

志
く
ん（
伊
集
院
北
中
二
年
）に
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
、学
寮
生
は
、自
信
に
満

ち
た
顔
で
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
発
表
し
、

五
泊
六
日
の
研
修
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
の
家
庭
生
活
や
学
校
行
事
な
ど

で
学
寮
生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼ 佐藤さん（右）とモデルになった成田さん（左）
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飯牟礼小
お茶づくり
体 験

葉の香りと色で手を染め
お茶づくり

六
月
二
十
二
日
、
お
茶
畑
に
囲
ま
れ

た
飯
牟
礼
小
学
校
（
本
村
由
紀
子
校
長
・

児
童
69
人
）
で
お
茶
づ
く
り
体
験
が

あ
り
、
全
校
児
童
が
茶
摘
み
か
ら
乾
燥

ま
で
の
一
連
の
製
茶
作
業
を
手
作
業
で

体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
茶
の
産
地

に
あ
る
同
校
の
恒
例
行
事
で
、
地
場
産

業
を
体
験
し
、
郷
土
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

二
十
年
も
前
か
ら
講
師
を
務
め
て
い

る
飯
牟
礼
簡
易
郵
便
局
長
の
榎
園
正
義

さ
ん
の
指
導
で
、
す
べ
て
の
作
業
を
終

え
た
後
、
で
き
た
て
の
お
茶
を
全
員
で

味
わ
い
ま
し
た
。

四
年
生
の
池
崎
美
奈
さ
ん
は
「
手
も

み
が
い
ち
ば
ん
疲
れ
る
。
お
茶
は
少
し

苦
い
け
ど
お
い
し
い
」
と
毎
年
、
楽
し

み
な
行
事
の
ひ
と
つ
。
学
校
に
は
お
茶

ル
ー
ム
も
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
「
お

茶
作
法
」
を
学
ぶ
取
り
組
み
も
し
て
い

ま
す
。

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

男
女
ア
ベ
ッ
ク
で
全
国
へ
伊
集
院
の「
伊
集
院
Ｖ
６
」

東
市
来
の「
湯
田
」

▲ 湯田の皆さん

▲ 伊集院V6の皆さん

六
月
二
十
六
日
に
あ
っ
た
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
県
大
会
で
優
勝
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
伊
集
院

地
域
の
「
伊
集
院
Ｖ
６
」
と
東
市
来
地
域
の
「
湯
田
」
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
が
、
七
月
一
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
優

勝
報
告
を
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
男
女
そ
ろ
っ
て
日
置
市
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
が

出
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
快
挙
、
全
国
で
は
ま
ず
は
初
戦
を

飾
り
、
さ
ら
に
勝
ち
進
ん
で
、
日
置
市
の
名
前
を
広
め
て

ほ
し
い
。
夏
休
み
の
思
い
出
に
な
る
大
会
に
し
て
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

女
子
の
「
湯
田
」
は
昨
年
の
初
優
勝
に
続
い
て
の
連
覇
。

「
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
っ
た
中
で
連
覇
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
初
戦
を
苦
し
ん
だ
こ
と
で
、
気
を
引
き
締
め
、

好
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
監
督
の
秋
嶺
さ
ん
。

昨
年
は
全
国
ベ
ス
ト
16
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
湯
田
小
六

年
の
比
良
梓
さ
ん
は
「
ま
ず
は
一
勝
し
て
全
国
制
覇
を
目

指
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

一
方
、
男
子
の
「
伊
集
院
Ｖ
６
」
は
こ
れ
ま
で
あ
と
一

歩
が
及
ば
ず
、
今
回
が
初
優
勝
。
と
は
い
え
、
県
大
会
は

す
べ
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
伊
集
院
小
六

年
の
東
雅
也
君
は
「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
一
点
一
点
を

大
切
に
勝
ち
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

全
国
大
会
は
七
月
の
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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伊
作
小「
か
め
さ
ん
祭
り
」

守
れ
！
ウ
ミ
ガ
メ
。そ
し
て
地
球
を

ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
る
伊
作
小
学
校
で
七
月
一
日
、「
か

め
さ
ん
祭
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
三
年
生
が
出
題
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
ク
イ

ズ
で
開
会
。「
吹
上
浜
で
生
む
卵
の
大
き
さ
は
」

な
ど
数
問
が
出
題
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
正
解
、

児
童
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

本
町
通
り
で
は
、
学
年
ご
と
に
カ
メ
の
お
面

や
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
、
手
作
り
の
甲
羅
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
た
い
で
た
ち
で
パ
レ
ー
ド
。
吹
上

音
頭
を
踊
り
な
が
ら
「
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
」「
ウ

ミ
ガ
メ
と
地
球
を
守
ろ
う
」
と
口
々
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

吹上方面団員のほとんどが参加して、水害
から地域を守るために訓練を実施｡ あなたの
防災対策は充分ですか｡

6
5

6
15

吹上中１年生が、旅館を営む中島昌治さん
を講師に「天が授けた癒しの湯」吹上温泉の
良さを学びました｡

永
吉
、
花
田
両
小
児
童
が
六
月
十
日
、
永
吉
ふ

れ
あ
い
会
（
胸
元
光
盛
会
長
）
の
手
ほ
ど
き
で
田

植
に
挑
戦
。
不
慣
れ
な
作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
植
え
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、「
田
植
ダ
ゴ
」
つ

く
り
も
体
験
し
ま
し
た
。

伊
作
小
は
十
六
日
、
五
、
六
年
生
が
下
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
水
田
へ
。
百
人
も
が
横
一
列
で
植
え
る

さ
ま
は
壮
観
。
周
辺
の
耕
作
者
も
飛
び
入
り
で
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。

十
九
日
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
で
「
棚
田
で
の
田
植

体
験
」。
小
雨
混
じ
り
の
絶
好
の
田
植
日
和
に
、

鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
二
十
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
「
上
与
倉
棚
田
を
守
り
耕
す
会
」

（
黒
葛
秋
男
会
長
）
が
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
に
と
平
成
十
五
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
。

泥
に
こ
そ
ば
ゆ
そ
う
な
表
情
の
参
加
者
も
、
会

員
の
指
導
で
い
つ
し
か
田
植
名
人
に
。
植
え
終
わ
っ

た
棚
田
に
は
、
苗
で
見
事
な
直
線
が
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
人
の
ク
リ
ス
さ
ん
は
「
日
本
の

昔
話
み
た
い
」
と
風
景
も
満
喫
し
た
様
子
。

昼
食
は
、
地
元
婦
人
部
と
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

が
準
備
し
た
棚
田
米
と
吹
上
産
食
材
の
郷
土
料
理

に
舌
鼓
。
秋
に
は
稲
刈
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

バ
ス
で
棚
田
に

来
ま
し
た

田植
体験

やってみるとおもしろい
▼

▼
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日
置
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
関
西
鹿
児
島
吹

上
会
総
会
（
坂
上
英
臣
会
長
）
が
六
月
十
二
日
、

大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
に
は
会
員
百
六
十
人
が
出
席
、
二
年
ぶ
り
の

再
会
で
故
郷
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

坂
上
会
長
は
「
活
動
が
日
置
市
の
一
助
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
新
市
と

の
パ
イ
プ
役
を
強
調
。

駆
け
つ
け
た
宮
路
市
長
は
「
旧
四
町
の
郷
土

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
た
い
」
と
会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
で
は
吹
上
の
物
産
も
販
売
。
会
員
は
懐
か

し
い
味
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

宮内の ｢鎌手踊り｣と下与倉の ｢刀踊り｣が
２年ぶりに奉納。りりしく勇壮な舞いで、豊
作を祈りました。

6
19

7
8

関係者が開村期間中の無事故を祈願。吹上
浜キャンプ村は昭和24年に開設された老舗
的存在。予約は296-4542まで。

第
五
回
関
西
吹
上
会
総
会

日
置
市
と
関
西
の
パ
イ
プ
に

し に せ

吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
（
北
野
和
則
会
長
、

十
九
人
）
が
、
平
成
十
七
年
度
碩
鹿
児
島
県
観
光

連
盟
か
ら
優
良
観
光
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
そ

の
表
彰
式
が
六
月
十
六
日
、
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル

で
あ
り
ま
し
た
。

吹
上
青
松
太
鼓
は
、
平
成
六
年
に
結
成
。
以
来
、

旧
吹
上
町
は
も
と
よ
り
県
内
を
は
じ
め
、
岐
阜
県

上
石
津
町
や
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
内
外
交
流
に
も

積
極
的
に
参
画
し
、
鹿
児
島
県
の
観
光
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

北
野
会
長
は
「
思
い
が
け
な
い
表
彰
で
感
激
で

す
。
こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
く
、

テ
レ
ビ
東
京
系
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
「
元
祖
！
で

ぶ
や
」
の
収
録
も
同
日
、
吹
上
漁
港
近
く
で
あ
り

ま
し
た
。

収
録
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
石
塚
英
彦
さ
ん
や
パ

パ
イ
ヤ
鈴
木
さ
ん
ら
が
、
青
松
太
鼓
会
員
の
手
ほ

ど
き
で
和
太
鼓
に
挑
戦
。
同
会
員
は
教
え
な
が
ら
、

ロ
ケ
隊
の
「
本
番
」
の
掛
け
声
に
引
き
締
ま
る
現

場
に｢

プ
ロ｣

の
厳
し
さ
も
実
感
。

最
後
は
鹿
児
島
黒
牛
を
食
べ
つ
つ
、
全
員
で
「
ま

か
う
〜
（
う
ま
か
の
意
）」。

こ
の
模
様
は
八
月
六
日
、
二
十
四
時
五
十
分
か

ら
Ｍ
Ｂ
Ｃ
で
放
映
予
定
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
観
光
連
盟

か
ら
表
彰

「
元
祖
！
で
ぶ
や
」と

吹
上
浜
で
ロ
ケ

青松
太鼓
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（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

四
元

凌

竜
太

田
之
湯

山
口

誠
太

洋
二

向
湯
田

谷
口

愛
花

知
彦

皆
田
西

荒
木

隆
汰

秀
樹

美
山
上
後

大
中
原

優

誠

駅
前

６
月
受
付
分（
敬
称
略
）

東
市
来
支
所 

東
市
来
支
所 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

上
之
園
武
志

博
幸

片
町

立
宅

真
輝

広
寿

榎
園
団
地

前
岡

大
悟

紀
光

草
原
西

有
村

凌
太

勝
郎

枦
木

日
吉
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

神
脇

茂
樹

54

住
吉

下
松

大

65

中
原

田
島
シ
ヅ
ノ

91

帆
西

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

原
口

憂

博
信

東
宮
内

山
下

翔
弥

誠
生

南
宮
内

福
元

鷹
良

義
弘

緑
ヶ
丘

原
田

雄
我

雄
次

苙
岡

吹
上
支
所 

日
吉
支
所 

吹
上
支
所 

本
　
庁 

本
　
庁 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

濱
田

美
心

仁

向
江
町

新
福

愛
彩

智
一

郡
下

安
部
真
唯
子

崇

郡
下

奥

保
尋

保
成

下
神
殿
４
区

上
原

隆
輝

誠

中
福
良

川
村

将
大

宣
裕

朝
日
ヶ
丘

室
屋

愛

健

妙
円
寺
９
区

６
月
受
付
分（
敬
称
略
）

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

前
村

豊
綱

76

竹
之
山

角
谷

年
一

86

朝
日
ヶ
丘

平

ス
ミ
エ

83

下
神
殿
１
区

瀬
戸
口
ノ
リ

72

中
福
良

東

良
治

72

中
福
良

徳
永

博
子

56

向
江
町

米
倉
ヲ
テ
ヤ

89

麦
生
田
中

宇
都
ヨ
シ
子

84

下
土
橋

橋
口

キ
ミ

94

郡
下

福
元

善
武

67

宮
脇

松
増
チ
ヅ
子

76

朝
日
ヶ
丘

西
之
原
武
雄

94

朝
日
ヶ
丘

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

岩
下

方
成

64

麓
上

大
庭

前
三

82

皆
田
東

西

ミ
チ
エ

70

美
山
上
後

今
村

重
則

77

堀
内

今
村

サ
エ

86

田
代
西

北
山

ス
キ

85

北
山

大
庭

義
行

78

丸
牧

西
元

重
光

83

江
口

桑
木
野
和
義

73

桑
木
野

北
園

タ
ケ

94

大
平

松
山

有
藏

102

秋
光
園

喜
多

親
雄

77

杉
之
迫

小
原

與
市

72

元
養
母

入
来
フ
ク
ミ

81

中
央

西
田

昭
光

91

田
之
湯

西
田

正
人

73

駅
前

古
川

セ
キ

90

江
口

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

緒
方

正
大

83

高
田

大
園

ス
ガ

89

下
与
倉

宮
原
ア
キ
エ

87

坂
元

黒
川

研
一

82

亀
原

肥
後
ハ
ツ
ミ

93

佑
心
会

長
野
ト
ミ
子

97

佑
心
会

長
谷

辰
典

89

東
宮
内

川
畑

嘉
輝

67

野
首

遠
矢

清
文

73

苙
口

あ

ゆ

さ

み

こ

ま

い

こ

り
ょ
う

り
ゅ
う
き

り
ゅ
う
た

し
ょ
う
や

り
ょ
う
た

し
ょ
う
たあ

い

や
す
ひ
ろ

せ

い

た

た

け

し

た

か

ら

ま

さ

き

た

い

ご

ま

な

か
ゆ
う

ゆ
う

日
置
市
の
誕
生
に
伴
い
、ふ
る
さ
と

の
教
育
行
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
職
責
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
て
お
り
ま
す
。近
年
、さ
ま
ざ
ま
な
教

育
改
革
が
推
進
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

旧
町
の
良
さ
を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
、

日
置
市
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
あ
ふ
れ
る

教
育
行
政
の
積
極
的
な
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
置
市
は
県
都
鹿
児
島
市
と
隣
接
し
、

利
便
性
の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、ま
た
、

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
も
数
多
く
あ
り
、

自
然
環
境
も
豊
か
で
、特
長
的
な
も
の

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
等
も
充
実
し
た

も
の
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
教
育
資
源
や
施
設
等
を
生
か

す
と
と
も
に
、日
置
市
と
し
て
の
大
き

な
枠
組
み
の
中
で
、市
民
の
皆
さ
ま
が
、

夢
を
持
ち
、楽
し
く
、便
利
で
、生
き
が

い
を
も
っ
て
、心
豊
か
な
生
活
を
享
受

で
き
る
よ
う
な
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、学
校
を
よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
す

る
と
と
も
に
、基
礎
学
力
の
定
着
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、心
の
豊
か
さ
と
夢
を

育
む
教
育
を
中
核
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
学
校
だ

け
で
な
く
、家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育

に
期
待
す
る
側
面
も
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ

と
り
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、育

ん
で
い
く
気
風
づ
く
り
を
一
層
、進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゆ

う

が

六
月
十
日
、
外
島
義
將
教
育
長
が
退
任
さ
れ
、
六
月

十
一
日
に
田
代
宗
夫
教
育
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

鹿児島大学卒業後、鹿児島大学附属小、県教

育委員会指導主事、鶴田町教育長などを歴任。

平成17年３月、鹿児島市立草牟田小学校長

を最後に定年退職。東市来町出身。

新教育長 

　教育長 

少

非
行
の
防
止
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平
成
十
六
年
に
非
行
・
犯
罪
行
為
に

よ
り
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
数
は
約
十
三

万
人
。
こ
れ
は
、
成
人
を
含
め
た
刑
法

犯
の
検
挙
人
員
数
の
約
三
割
に
も
上
り

ま
す
。
ま
た
、
少
年
の
人
口
一
千
人
当

た
り
の
検
挙
人
員
は
約
十
七
人
と
、
成

人
と
比
べ
、
七
倍
近
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
殺
人
や
放
火

と
い
っ
た
重
大
な
犯
罪
は
減
少
し
た
も

の
の
、
喫
煙
や
深
夜
は
い
か
い
な
ど
で

補
導
さ
れ
た
少
年
の
数
は
、
平
成
に
入
っ

て
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
悪
用
し
た
詐
欺
な
ど
を
行

う
知
能
犯
で
の
検
挙
人
員
が
増
え
た
こ

と
な
ど
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
の
刑
法
犯
罪
に

お
い
て
、
少
年
が
か
か
わ
る
被
害
は
、

約
三
十
五
万
件
で
、
こ
こ
数
年
横
ば
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
暴
力

と
虐
待
な
ど
で
、
ひ
ど
い
場
合
は
殺
人

ま
で
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
被
害
は
、
少
年
非
行
と

の
か
か
わ
り
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
で
は
、

見
知
ら
ぬ
者
同
士
が
出
会
う
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
相
手
の
実

態
が
分
か
り
に
く
く
、
興
味
本
位
で
利

用
し
た
少
年
が
、
誘
拐
、
児
童
買
春
、

暴
行
、
脅
迫
な
ど
の
被
害
に
遭
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
こ
う
し
た
行
動
を
起
こ
す

背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
、
学
校
で
の
成
績
が
下
が
る
な
ど
、

非
行
へ
の
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
自
ら
の
内
側
に
た
め
込

ん
だ
寂
し
さ
や
不
満
を
解
決
す
る
方
法

が
分
か
ら
な
い
と
き
、
そ
れ
を
外
部
へ

の
い
ら
だ
ち
や
暴
力
な
ど
で
表
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
苦
手
な

子
ど
も
の
場
合
、
だ
ん
だ
ん
と
周
囲
の

人
と
の
距
離
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
不

登
校
な
ど
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
子
ど
も
と
の
非
行
の
サ
イ

ン
を
読
み
取
っ
た
ら
、
ま
ず
は
子
ど
も

と
向
き
合
い
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、

ど
う
し
た
ら
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
、

一
緒
に
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

少
年
非
行
は
、
子
ど
も
の
心
理
や
家

庭
、
学
校
、
社
会
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
を
含
ん
で
い
ま
す
。
も
し
も
、

家
庭
だ
け
で
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合

に
は
、
警
察
の
少
年
相
談
窓
口
や
、
地

域
で
非
行
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
専
門
知
識
を

持
っ
た
機
関
や
団
体
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
学
校
や
警
察
が
連
携
し
て
行
う

「
非
行
防
止
教
室
」
や
県
警
の
「
ヤ
ン

グ
テ
レ
フ
ォ
ン
コ
ー
ナ
ー
」（
牲
０
９

９
・
２
５
２
・
７
８
６
７
）
な
ど
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
広
報
通
信
よ
り
）

市長にメッセージを伝達する保護司会の代表者（左から日吉
の中江敞さん、吹上の黒葛秋男さん、伊集院の岩崎昌弘さん、
東市来の谷口正行さん）

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した

人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行のな

い社会を築こうと、毎年７月を「社会を明るくする

運動」強調月間として、各地でさまざまな取り組み

が展開されています。（東市来の話題にも掲載）

７月４日に市内４地域の保護司会の代表が、運動

の高まりを期して、市長に法務大臣と県知事のメッセー

ジを伝達しました。

深
夜
の
は
い
か
い
や
暴
力
、万
引
き
や
強
盗
、薬
物
乱
用
、出
会
い
系

サ
イ
ト
を
通
じ
た
性
非
行
な
ど
、少
年
非
行
に
は
多
様
な
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。少
年
非
行
は
、本
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
摘
み
と
っ
て

し
ま
う
だ
け
で
な
く
、周
囲
の
人
や
家
族
を
も
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
非
行
か
ら
少
年
を
守
る
に
は
周
囲
の
大
人
や
地
域
の
人
々

が
協
力
し
て
問
題
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
で
み
ん
な
で

子
ど
も
を
守
る

少
年
非
行
の
防
止

少

非
行
の
防
止

少
年
非
行
の
防
止

非
行
は 

犯
罪
被
害
の
も
と 

見
逃
さ
な
い
で 

非
行
の
サ
イ
ン 

少
年
非
行
防
止
へ
の 

取
り
組
み 

少
年
非
行
の
現
状 
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シリーズ②

ひと いきいき

「
知
ら
な
い
人
に
も
つ
い
話
し
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
目
を
細
く
し
て

笑
う
宇
戸
さ
ん
。
吹
上
町
観
光
ガ
イ
ド
協
会
員
で
、
吹
上
支
所
が
取
り
組
む
バ
ス
ツ

ア
ー
の
民
間
観
光
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

観
光
ガ
イ
ド
協
会
に
入
っ
た
の
は
今
か
ら
三
年
前
。「
実
は
都
城
出
身
で
、
四
年

前
、
吹
上
町
に
来
る
ま
で
は
一
度
も
都
城
か
ら
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

入
会
の
き
っ
か
け
は
、
家
の
近
く
の
散
策
。
神
社
の
神
殿
前
に
置
か
れ
た
、
浜
砂

を
盛
っ
た
貝
殻
を
不
思
議
に
思
い
、
近
く
に
い
た
宮
司
さ
ん
に
尋
ね
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。
宮
司
さ
ん
は
ガ
イ
ド
協
会
の
先
輩
。「
好
奇
心
旺
盛
で
、
そ
う
い
う
モ
ノ
の

見
方
を
す
る
人
だ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

「
吹
上
の
こ
と
や
地
理
も
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
文
化
財
や
歴
史
の
本
を
み
て
勉

強
し
ま
し
た
が
、
最
初
は
話
す
材
料
も
な
く
、
何
を
ど
こ
か
ら
ど
う
話
せ
ば
い
い
か

大
変
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

持
ち
前
の
明
る
さ
と
積
極
性
で
、
今
で
は
一
人
前
の
ガ
イ
ド
さ
ん
。

「
毎
年
、
同
じ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
人
や
毎
月
参
加
さ
れ
る
人
。
そ
ん
な
顔
な
じ

み
の
お
客
さ
ん
に
今
日
は
よ
か
っ
た
よ
と
満
足
し
て
も
ら
え
る
の
が
何
よ
り
」

た
ま
に
は
お
客
の
希
望
で
ル
ー
ト
や
時
間
配
分
が
変
わ
る
気
ま
ま
な
ツ
ア
ー
。

「
料
理
は
豪
華
で
な
く
て
い
い
。
そ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
地
の
も
の
を
使
っ
た
も

の
が
喜
ば
れ
る
」
と
、
最
近
、
役
所
や
食
事
先
の
担
当
と
一
緒
に
食
事
の
工
夫
も
。

「
気
取
ら
な
い
手
づ
く
り
の
ツ
ア
ー
。
日
置
市
全
体
に
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
」

宇戸 美幸
う と み ゆき

さ
ん［43歳］ 

●平成14年から吹上町観光ガイド協会会員 
●平成15年吹上で発足したガールスカウト 
　鹿児島県支部第14団のリーダーも務める 

吹上地域　湯之浦 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
５
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

●
今
月
は
、せ
っ
ぺ
と
べ
会
場
で
見
つ
け
た
お
子
さ
ん
で
す
。

今村　竜羅くん（4歳） 

　　　心愛ちゃん（3歳） 

やんちゃで元気な孫です。せっぺと
べはよく連れて来ます。踊る姿を見て、
感性たっぷりに、たくましく育ってほ
しいです。

■おばあちゃん（逸子さん）から

父 隆男さん 母 さやかさん
（加世田市 吉利出身）

りゅう ら

ここ え

成田　美南海ちゃん（5歳） 

　　　海　陽くん（11ヶ月歳） 

山へ行ったり、田んぼへ行ったり、海
へ行ったりと、外で遊ぶのが大好きです。
伝統の中で育ち、しっかり引き継いで
ほしいです。

■おとうさんから

父 拓馬さん 母 麻美さん
（日吉町 日置）

み な み

かい よう
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日
本
人
な
の
に
外
国
人
の
横
に
い
て
英
語

や
外
国
語
を
ペ
ラ
ペ
ラ
と
し
ゃ
べ
る
通
訳
さ

ん
。
知
ら
な
い
国
の
人
と
で
も
外
国
語
を
知
っ

て
い
た
ら
、
ふ
つ
う
に
し
ゃ
べ
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。

わ
た
し
の
あ
こ
が
れ
の
通
訳
さ
ん
。

「
将
来
の
夢
」
を
考
え
る
と
公
務
員
に
パ
テ
ィ
シ

エ
や
医
療
専
門
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
り
た
く
て
困
っ

た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
通
訳
さ
ん
は
か
っ
こ
い
い
。

日
本
語
の
ほ
か
に
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
知
っ
て
い

る
と
、
便
利
だ
し
お
も
し
ろ
そ
う
。
だ
け
ど
覚
え
る

ま
で
が
大
変
か
な
。
ど
れ
ぐ
ら
い
覚
え
た
ら
い
い
の

か
な
。「
マ
イ
ネ
ー
ム
・
イ
ズ
・
レ
ナ
・
ク
ワ
キ
ノ
」

大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
も
う
名
前
は
ば
っ
ち
り
。

旅
行
に
も
た
く
さ
ん
行
っ
て
、
外
国
の
友
達
も
た

く
さ
ん
つ
く
っ
て
み
た
い
な
と
思
う
。
学
校
の
こ
と

や
そ
の
国
の
有
名
な
場
所
な
ど
、
い
っ
ぱ
い
聞
い
て

み
た
い
。
来
年
か
ら
は
中
学
生
だ
か
ら
、
英
語
も
た

く
さ
ん
勉
強
す
る
ぞ
。
夢
に
向
か
っ
て
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
あ
こ
が
れ
の
通
訳
さ
ん
』 

上
市
来
小
学
校
六
年
　
　
桑
木
野
　
玲
奈 

さ
ん 

東市来地域の鶴丸小学校の裏にある山城です。
地元では「鶴丸城」と呼ばれています。1244年(寛元
２年)に、市来町から東市来一帯を治めていた市来
氏によって造られたと伝えられています。標高約
100メ－トル、周囲３キロメ－トル、山上は階段状
の平地で4,000㎡の面積です。城の周囲は絶壁で、
南側には江口川が流れており、攻め難い堅固な城
です。西側には中世の山城に多く見られる土塁（防
護用の土手）も残っています。
1550年(天文19年)９月に来日したフランシスコ･
ザビエルが10日ほど滞在し、布教を行いました。当
時の城主新納康久の夫人や、子ども２人をはじめ
家臣17名が洗礼を受けたと伝えられています。
1561年（永禄４年）に訪れた修道士ルイス・アル

メイダは、城の様子を書簡に書いています。山城全
体の構造や建物、空堀(防護用の巨大な溝)に架けら
れた跳ね橋などの記述があり、当時の城の様子が
わかる貴重な記録です。

〈引用参考文献〉『東市来町郷土史』 

車
で
本
庁
よ
り
約
15
分 

東
市
来
支
所
よ
り
約
２
分 

Access

2

市 来 鶴 丸 城 跡（東市来地域） 

日吉地域日置（中牟礼） 

く
わ
　
　  

き         

の
　
　
　
　
　
　
　
れ        

な 

　平成10年に里帰りしてから地元の句会に参加し
「文芸ひよし」の編集委員も務
めます。俳句を始めて、自然の
変化を感覚としてとらえ、気づ
かなかったことにも気づくよう
になりました。17文字で表現
するのがおもしろく、賀状にも
毎年、１句添えています。 

大迫 一弘　（68歳） さ
ん 

「俳　句」 



自治会長の奥正一さん（左）
村づくり会長の船迫正一さん（右）

合
併
し
て
三
ヶ
月
。市
役
所
の
職
員
も
忙
し
い
日
が
続
き
、

毎
晩
遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
と
食
卓
を
囲
む
時
間
が
あ
る
の
か
と
余
計
な
心
配

ま
で
し
て
し
ま
い
ま
す
▼
最
近
は
共
働
き
家
庭
が
増
え
、

子
ど
も
も
塾
や
ク
ラ
ブ
で
大
忙
し
。家
族
揃
っ
て
手
料
理

を
囲
む
と
い
う
の
は
な
か
な
か
？
そ
れ
ど
こ
ろ
か
不
規

則
な
時
間
に
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
レ
ト
ル
ト
食
品
で

済
ま
し
て
し
ま
う
？
？
▼
今
月
は
食
の
安
全
に
つ
い
て

特
集
し
ま
し
た
。碩
中
小
企
業
診
断
協
会
が
消
費
者
に
と
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９
割
近
い
人
が
食
品
に
不
安
を
感

じ
て
お
り
、内
容
は
自
分
や
家
族
の
健
康
へ
の
不
安
が
約

８
割
。食
は
わ
れ
わ
れ
の
身
体
や
心
の
健
康
と
直
接
結
び

つ
い
て
き
ま
す
。「
食
」へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
に
し
て

も
ら
え
れ
ば
。さ
あ
、今
夜
は
賞
味
期
限
前
の
ワ
ゴ
ン
セ
ー

ル
に
は
目
も
く
れ
ず
、新
鮮
な
地
元
産
の
肉
と
野
菜
に
手

づ
く
り
の
塩
・
タ
レ
で
い
き
ま
す
か
！
も
ち
ろ
ん
健
康
を

考
え
て
ビ
ー
ル
抜
き
。消
費
者
に
と
っ
て
は
安
心
・
安
全

が
安
価
で
手
に
入
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
▼
夏
は
各
地

で
ス
ポ
ー
ツ
真
っ
盛
り
。わ
た
し
も
息
子
の
応
援
に
ち
ょ
っ

と
遠
出
を
。最
近
で
は「
す
る
」か
ら「
み
る
」だ
け
が
多
く

な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
。応
援
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
ス
ポ
ー

ツ
は
残
酷
だ
と
い
う
こ
と
。結
果
を
求
め
て
ど
ん
な
に
頑

張
っ
て
き
て
も
一
瞬
の
こ
と
で
届
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
勝
利
の
瞬
間
は
感
動
で
あ
ふ
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。さ
あ
、健
康
を
考
え
て
ま
た「
み
る
」か

ら「
す
る
」に
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
よ
う
か
▼
以
前
、広
報
を

担
当
し
て
い
た
と
き
に
よ
く
便
り
を
い
た
だ
い
た
方
か

ら
昨
日
、手
紙
が
届
き
ま
し
た
。ま
た
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
と
、う
れ
し
い
一
言
。力
を
い
た
だ
い
た
感
激
の
一

通
。（
頑
張
り
ま
す
）
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.02椙

総人口 53,395人（△20） 

　　男 24,924人（ 1） 

　　女 28,471人（△21） 

世帯数 22,232（ 11） 
（　）は前月比 

蒸したばかりの熱いお茶の葉を、
上級生に教わりながら手もみ作業
します。手は葉っぱの緑と香りで
染まりました。

（6/22 飯牟礼小学校）

＊市の面積については市民ガイドブック
に252.97椙と掲載されていますが、江
口浜海浜公園の造成埋立完了により、
旧東市来町の面積が増加したことに伴い、
修正したものです。

今月の
表 紙

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063 
http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

№2 平成17年7月号 

「手もみ体験」でつくる喜びを 

編

集
た
い
む

わ
が
地
域 

恋
之
原
自
治
会（
伊
集
院
地
域
） 

こ
い
　
の
　
は
ら 

伝
統
や
歴
史
を
大
切
に
ま
と
ま
り
強
く 

恋
之
原
自
治
会
は
台
地
が
広

が
る
飯
牟
礼
地
区
の
東
部
に
位

置
し
、旧
松
元
町
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。現
在
、九
十
八
世
帯
、二
百

五
十
五
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

地
名
の
由
来
は
そ
の
昔
、源
為

朝
が
こ
の
地
に
来
て
、長
者
の
娘

と
恋
を
し
た
と
い
う
伝
説
か
ら
。

京
の
都
を
追
わ
れ
、ひ
っ
そ
り
暮

ら
す
為
朝
と
娘
が
、人
目
を
忍
ん

で
毎
日
の
よ
う
に
会
っ
て
い
た
原
っ

ぱ
を「
恋
之
原
」と
よ
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い 

平 

い
名
前
で
し
ょ
う
。
恋
之
原

と
い
う
地
名
。
京
に
帰
る
こ

と
に
な
っ
た
為
朝
が
、
二
人
の
出
会
っ

て
い
た
場
所
に
植
え
た
と
伝
え
ら
れ

る
大
き
な
五
枝
を
持
つ
「
為
朝
松
」

と
よ
ば
れ
る
松
も
あ
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
今
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
こ
は
高
台
に
あ
る
地
域
の
た
め
、

昔
は
集
落
内
に
三
つ
あ
っ
た
谷
底
の

井
戸
ま
で
水
汲
み
に
い
く
の
が
女
性

や
子
ど
も
の
重
要
な
家
事
の
ひ
と
つ
。

「
水
汲
み
の
難
儀
が
あ
る
恋
之
原
に

は
嫁
に
は
い
く
な
」
と
言
わ
れ
て
い

た
ほ
ど
。
お
か
げ
で
昭
和
三
十
二
年
、

い
ち
早
く
簡
易
水
道
が
通
り
ま
し
た
。

水
を
得
た
喜
び
を
祝
い
、
今
で
も
稲

荷
神
社
の
例
祭
と
一
緒
に
「
水
道
記

念
日
」
の
祭
り
も
行
わ
れ
ま
す
。

成
七
年
に
恋
之
原
西
・
中
・

東
の
三
自
治
会
が
合
併
し
て

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
元
々
、
一
つ

の
集
落
で
し
た
か
ら
、
ま
と
ま
り
は

あ
り
ま
す
。

前
年
の
平
成
六
年
に
旧
伊
集
院
町

で
第
一
号
の
農
村
振
興
重
点
地
区
の

指
定
を
受
け
、
同
八
年
か
ら
公
民
館

建
設
に
取
り
組
み
、
十
年
に
完
成
。

翌
年
に
は
公
民
館
に
隣
接
す
る
稲
荷

神
社
も
改
修
し
ま
し
た
。

域
に
は
地
域
お
こ
し
の
主
体

と
な
る
村
づ
く
り
会
議
の
組

織
も
あ
り
ま
す
が
、
自
治
会
の
役
員

と
顔
ぶ
れ
が
ほ
と
ん
ど
重
な
る
た
め
、

毎
月
の
定
例
会
は
一
緒
に
開
催
、
連

携
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
克
服
し
て
い
く

か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
が
、
六

月
灯
や
水
道
記
念
日
の
祭
り
、
運
動

会
な
ど
地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
を

大
切
に
、
地
域
の
ま
と
ま
り
だ
け
は

失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

今
「
恋
之
原
民
歌
」
や
音
頭
の
制

作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地 

地
域
を
は
し
る
道
路
沿
い
の
花
だ
ん
づ
く

り
も
総
出
で

▲

平
成
10
年
〜
11
年
に
か
け
て
改
修
し
た

公
民
館
と
神
社

▲


